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      2026 年 11 月 11 日 

株式会社ＡＣＳＬ 

 

ＡＣＳＬ、米国で「SOTEN」専用のトレーニング・認証プログラムの 

開発に向け USI と提携 

－体系的な教育を通じて、米国における SOTEN の運用支援体制を強化－ 

 

➢ 米国子会社 ACSL, Inc.は、米国のドローン教育・訓練・認証事業者である Unmanned Safety 

Institute（USI）と、小型空撮機体「SOTEN（蒼天）」専用のトレーニング・認証プログラムの開

発に向けて提携 

➢ 機体の操作から各種ペイロード・関連機器、飛行アプリケーションの活用までを対象とする複数

レベルのコースを、2026 年 11 月末から 12 月上旬に提供開始予定 

➢ 中期経営方針「ACSL Accelerate FY26」における重点戦略「北米事業の本格拡大」の一環として、

米国市場における導入後の運用支援体制を強化 

 

株式会社ＡＣＳＬ（本社：東京都江戸川区、代表取締役 Co-CEO：早川研介・代表取締役 Co-CEO：寺

山昇志、以下、ＡＣＳＬ）の米国子会社である ACSL, Inc.は、米国のドローン教育・訓練・認証事業者で

ある Unmanned Safety Institute（以下、USI）と、小型空撮機体「SOTEN（蒼天）」専用のトレーニン

グ・認証プログラムの開発に向けて提携し、2026 年 11 月 10 日（米国東部時間）に米国で発表しました

ので、お知らせいたします。 

本取り組みにより、SOTEN の機体操作に加え、各種ペイロードや関連機器、飛行アプリケーションま

でを対象とした体系的な教育プログラムを整備し、米国市場における顧客の安全かつ効果的な機体運用

を支援します。 

 

小型空撮機体「SOTEN（蒼天）」 

 

■概要 

産業用ドローンの活用が拡大する中、機体の性能や信頼性に加え、操縦者が機体の機能を適切に理解
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し、安全かつ効果的に運用できる教育・訓練体制の整備が重要となります。 

ACSL, Inc.は、米国市場における SOTEN の販売及び事業展開を進めるとともに、顧客が機体を継続的

かつ効果的に運用するためのサポート体制の充実に取り組んでいます。 

今回提携した USI は、2014 年からドローンの教育・訓練・認証事業を展開しており、これまでに 30,000

人以上のドローン操縦者に対する教育実績を有し、1,000 以上の組織にサービスを提供しています。 

本提携により、両社は SOTEN の機体特性や関連システムに対応した専用カリキュラムを開発します。

USI は、SOTEN の概要を学ぶ入門的な内容から、ミッション計画や高度な運用に関する詳細な内容まで、

習熟度に応じた複数レベルのコースを提供する予定です。主な教育内容は以下のとおりです。 

・機体：SOTEN のセットアップ、通常時の操作、システムに関する知識及び緊急時の手順 

・ペイロード：標準カメラ、光学ズームカメラ、赤外線・可視光ペイロード「SAMO」 

・関連機器：スマートコントローラー「TAITEN」、RTK モジュール、Top Mount 

・ソフトウェア：ＡＣＳＬの飛行アプリケーション「TAKEOFF」 

各コースはオンラインでの提供を基本とし、一部のレベルでは対面でのトレーニングにも対応する予

定です。また、コースを修了した操縦者には、USI による SOTEN 専用の認証が付与される予定です。な

お、本認証は USI が付与するものであり、FAA（米国連邦航空局）等の公的機関による操縦資格ではあり

ません。 

本プログラムは、2026 年 11 月末から 12 月上旬にかけて提供開始を予定しており、あわせて専用のウ

ェブページを開設する予定です。また、USI は本提携に対応するため、複数機の SOTEN を配備していま

す。 

 

■今後の展開 

ＡＣＳＬは、中期経営方針「ACSL Accelerate FY26」における重点戦略の一つである「北米事業の本

格拡大」において、北米市場における販売ネットワークと事業基盤の強化に取り組んでいます。 

今後も、現地パートナーとの連携を通じて、製品の販売のみならず、操縦者の教育・訓練や導入後の運

用支援を含むサポート体制の充実を図り、北米市場における SOTEN の普及及び事業拡大を目指してま

いります。 

 

■Unmanned Safety Institute（USI）について 

Unmanned Safety Institute は、米国においてドローンの教育・訓練・認証サービスを提供する企業です。

2014 年からドローン操縦者向けの教育プログラムを展開し、これまでに 20,000 件以上の認証を発行し

ています。ASTM International（米国試験材料協会）から Approved Training Provider として承認を受け

ており、産業用途のドローン運用に必要な知識・技能の習得と安全性の向上を支援しています。 

WEB サイト：https://www.flyusi.org/ 

 

https://www.flyusi.org/
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■ACSL, Inc.について 

・名称：ACSL, Inc. 

・所在地：710 Lakeway Drive, Suite 200, Sunnyvale, CA 94085 

・代表者：CEO Cynthia Huang 

・設立：2023 年１月 

・事業内容：ＡＣＳＬの産業用ドローンの米国市場での販売等 

・株主：株式会社ＡＣＳＬ 100％ 

・WEB サイト：https://acsl-usa.com/ 

 

※ 本件は、ACSL, Inc.が米国市場向けに公表した取り組みを、日本国内向けにご紹介するものです。 

 

【株式会社ＡＣＳＬについて】 https://www.acsl.co.jp/ 

ＡＣＳＬは、「技術を通じて、人々をもっと大切なことへ」をミッションに、国産の産業用ドローンを開

発・量産するメーカーです。独自の自律制御技術と高い信頼性を備えた機体を提供し、空撮・点検・物流・

防災など多様な領域で社会インフラの維持管理や安全・安心に貢献しています。 

 

【このニュースリリースへのメディアからのお問い合わせ】 

株式会社ＡＣＳＬ 広報担当（Tel：03-6456-0931 Email：pr@acsl.co.jp） 

 

以 上                
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